
八

木

意

知

男

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
号

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
五
日
発
行
（
抜
刷
）

資
料
紹
介

江
戸
時
代
末
期
尾
州
常
滑
の
下
り
廻
船
―
勢
州
の
問
屋
―



資
料
紹
介

江
戸
時
代
末
期
尾
州
常
滑
の
下
り
廻
船
―
勢
州
の
問
屋
―

八

木

意

知

男

□
要

旨

近
世
の
物
資
流
通
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
の
点
が
多
い
。
そ
れ
は
各
家
の
土
地
離
れ

と
、
輸
送
手
段
の
変
化
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
一
方
近
年
、
村
興
し
や
町
興
し
と
銘
を

打
っ
て
近
世
の
地
域
の
復
元
を
考
え
る
こ
と
が
流
行
す
る
。
か
か
る
時
に
当
た
り
、
近
世

末
期
の
三
重
県
の
問
屋
商
人
達
を
紹
介
す
る
。

紹
介
す
る
の
は
愛
知
県
常
滑
の
某
家
の
下
り
廻
船
と
取
り
引
き
の
存
し
た
商
人
で
あ

る
。
要
す
る
に
三
重
県
の「
此
処
に
は
こ
ん
な
名
の
商
人
が
い
た
」で
あ
る
が
同
時
に「
此

処
の
こ
の
商
人
は
尾
州
常
滑
の
廻
船
と
取
り
引
き
が
あ
っ
た
」
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

基
本
的
に
は
原
寸
大
の
商
印
の
印
影
を
以
っ
て
紹
介
し
、
今
後
の
指
標
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
念
の
為
付
言
す
れ
ば
、
こ
れ
は
商
取
り
引
き
が
存
在
し
た
証
で
あ
る
故
、

他
家
資
料
で
既
紹
介
で
あ
っ
て
も
問
題
で
は
な
い
。
少
く
と
も
愛
知
県
常
滑
の
某
家
資
料

は
初
開
示
で
あ
り
、愛
知
県
常
滑
の
某
家
持
船
と
取
り
引
き
が
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

□
キ
ー
ワ
ー
ド

資
料
開
示

下
り
廻
船

問
屋
商
印

江
戸
末
期

尾
州
常
滑

勢
州
と
志
州

は
じ
め
に

江
戸
時
代
末
期
の
尾
州
知
多
郡
常
滑
地
区
（
現
、
愛
知
県
常
滑
市
域
）
は
、
木
綿
生
産
・
窯

業
の
町
で
あ
る
と
同
時
に
海
運
の
町
と
し
て
も
栄
え
た
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
正
月
付
の

『
常
盤
講
組
合
』（
年
行
司
記
録
）
に
依
れ
ば
、
計
五
十
八
艘
の
廻
船
が
数
え
ら
れ
る
。
基
本
的

に
は
所
謂
下
り
廻
船
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
等
の
船
が
如
何
に
運
航
さ
れ
、
何
を
何
処
か

ら
何
処
へ
運
ん
だ
か
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
資
料
の
制
約
も
あ
り
、
極
め
て
難
し
い
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
仕
切
状
を
中
心
に
積
手
板
等
を
元
に
、
そ
こ
に
存
す
る
商
人
の
署
名
印
影

を
現
三
重
県
に
限
定
し
て
集
成
し
開
示
す
る
。

要
は
、
愛
知
県
常
滑
市
の
某
家
が
所
持
し
た
二
艘
の
千
石
積
廻
船
「
神
徳
丸
」・「
神
風
丸
」

の
記
録
で
あ
る
。
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開
示
資
料
に
つ
い
て

二
艘
の
船
は
、
下
関
・
備
後
尾
道
・
伊
予
・
阿
波
・
大
坂
・
紀
州
・
伊
勢
湾
域
か
ら
江
戸
・

常
州
を
場
と
し
た
。
豆
州
石
廊
崎
を
越
し
た
事
は
、
伊
豆
子
浦
（
現
、
下
田
市
南
伊
豆
町
）
の

神
明
社
玉
垣
に
名
の
残
る
点
か
ら
も
知
ら
れ
得
る
。

開
示
す
る
記
録
は
、天
保
五
年
か
ら
明
治
元
年（
一
八
六
八
）頃
の
商
取
引
証
文（
送
り
状
）・

仕
切
状
・
積
手
板
等
に
於
け
る
発
行
者
自
署
名
部
分
で
あ
る
。
た
だ
し
、
詳
し
い
内
容
に
は
ふ

れ
な
い
。
こ
の
時
期
の
家
々
は
現
在
に
残
る
も
の
も
多
く
、
中
に
借
金
証
文
も
含
ま
れ
る
故
、

単
に
こ
の
時
期
こ
こ
に
こ
ん
な
商
人
が
存
し
た
と
い
う
記
録
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
に
開
示

す
る
の
は
印
を
伴
う
も
の
に
限
定
し
、
印
影
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
場
合
に
限
る
。

す
な
わ
ち
、
愛
知
県
某
家
の
二
艘
の
船
と
運
送
契
約
を
結
ん
だ
商
家
名
の
一
部
分
で
あ
る
。

三
重
県
に
限
定
す
る
の
は
、
そ
こ
が
知
多
半
島
の
対
岸
で
あ
る
点
に
尽
き
る
。

因
み
に
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
正
月
出
帆
に
際
し
て
船
頭
が
所
持
し
た
備
忘
帳
『
船
玉

并
道
具
』（
一
冊
）
に
記
さ
れ
て
い
る
「
諸
国
問
屋
附
」
の
三
重
県
部
分
は
次
の
如
く
あ
る
。

津
島

桑
名

石
蔭
類
問
屋

田
嶋
屋
利
左
衛
門

垣
問
屋

下
り
問
屋

登
り
問
屋

四
日
市

垣
問
屋

浜
田
屋
清
三
郎

登
り
問
屋

黒
田
久
八

若
松

白
子

河
合
仁
平
治

津

松
崎

大
口

川
崎

鳥
羽

江
﨑
九
郎
次
郎

長
嶋

尾
鷲

浜
中
弥
兵
衛

こ
れ
が
航
海
に
合
わ
せ
た
書
き
込
み
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
問
屋
と

は
同
一
で
は
な
い
。

開
示
要
領
は
次
の
通
り
。

⑴

本
稿
で
は
、
原
寸
大
印
影
を
紹
介
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
。

⑵

印
影
を
中
心
と
す
る
が
、
日
付
部
分
は
可
能
な
限
り
残
し
た
。
障
子
の
下
張
り
に
使
用

さ
れ
た
も
の
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

⑶

幾
度
も
登
場
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、
年
紀
に
関
係
な
く
、
可
能
な
限
り
印
影
状
態
の

良
好
な
も
の
を
選
ん
だ
。

⑷

こ
こ
に
紹
介
し
た
も
の
は
、
総
て
墨
印
で
あ
る
。

⑸

便
宜
の
都
合
上
幾
つ
か
の
地
に
区
分
し
た
が
、
区
分
の
基
準
は
私
意
に
依
る
。

⑹

斎
藤
善
之
氏
が
内う

つ

海み

船
の
下
り
塩
流
通
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
「
近
世
後
期
に
お
け
る

下
り
塩
流
通
と
内
海
船
」（
日
本
福
祉
大
学
知
多
半
島
編
合
研
究
所
編
『
知
多
半
島
の
歴

史
と
現
在
』
誌
第
四
号
、
一
九
九
二
年
十
月
）
中
の
商
人
の
印
も
含
ま
れ
る
事
を
記
し
て

お
く
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
号
（
平
成
二
十
七
年
三
月
）
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〈
陰

影

部
〉

一

伊
勢
国
長
島

①
二

伊
勢
国
桑
名

①

（
安
政
三
年
）

②

（
安
政
五
年
）

③④

江
戸
時
代
末
期
尾
州
常
滑
の
下
り
廻
船
（
八
木
）
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⑤⑥⑦

（
弘
化
四
年
）

⑧

（
明
治
二
年
）

三

伊
勢
国
四
日
市

①

－

ア

（
年
不
詳
）

①

－

イ

（
嘉
永
元
年
）

②

（
嘉
永
五
年
）

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
号
（
平
成
二
十
七
年
三
月
）
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③

（
嘉
永
五
年
）

④

－

ア

④

－

イ

④

－

ウ

④

－

エ
四

伊
勢
国
津

①

－

ア

①

－

イ

（
安
政
四
年
）

江
戸
時
代
末
期
尾
州
常
滑
の
下
り
廻
船
（
八
木
）
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②③

－

ア

③

－
イ

④

五

伊
勢
国
若
松

①

（
安
政
四
年
）

②

（
安
政
五
年
）

③

（
嘉
永
元
年
）

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
号
（
平
成
二
十
七
年
三
月
）
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④

⑤

⑥

－

ア

⑦

⑥

－

イ

⑧

（
④
〜
⑧

年
不
詳
）

六

伊
勢
国
岸
田

①

（
年
不
詳
）

七

伊
勢
国
長
太

①

－

ア

②

－

ア

①

－

イ

②

－

イ

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

江
戸
時
代
末
期
尾
州
常
滑
の
下
り
廻
船
（
八
木
）
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⑨

（
①
〜
⑨

年
不
詳
）

八

伊
勢
国
箕
田

①

－

ア

（
安
政
四
年
）

①

－

イ

②

－

ア

（
安
政
六
年
）

②

－

イ

③④

－

ア

④

－

イ

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
号
（
平
成
二
十
七
年
三
月
）
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⑤

（
年
不
詳
）

⑥

－

ア

⑥

－
イ

九

伊
勢
国
朝
明
高
松

①

十

伊
勢
国
白
子

①

（
年
不
詳
）

②

（
年
不
詳
）

③

④

（
天
保
十
二
年
）

江
戸
時
代
末
期
尾
州
常
滑
の
下
り
廻
船
（
八
木
）
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十
一

伊
勢
国
松
崎

①
十
二

伊
勢
国
楠
北

①

（
年
不
詳
）

十
三

伊
勢
国
大
湊

①

（
年
不
詳
）

②

（
年
不
詳
）

十
四

伊
勢
国
不
詳

①

（
年
不
詳
）

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
号
（
平
成
二
十
七
年
三
月
）
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十
五

志
摩
国
雑
載

①

（
年
不
詳
）

②

（
年
不
詳
）

③

（
年
不
詳
）

④

⑤

－

ア

（
明
治
二
年
）

⑤

－

イ

（
年
不
詳
）

⑥

（
慶
応
四
年
）

⑦

江
戸
時
代
末
期
尾
州
常
滑
の
下
り
廻
船
（
八
木
）
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⑧

（
年
不
詳
）

⑨

（
安
政
二
年
）

⑩

⑪

（
や
ぎ

い
ち
お
・
京
都
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
号
（
平
成
二
十
七
年
三
月
）
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